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②②第71号

 

定例議会 
 ～ 10日 19日 

９ 
町の提出議案を審議する議員

平
成
14
年
度
一
般
会
計
は
、
５
千
680
万
円
の
追
加
を
賛
成
多
数
で
認
め
、
予
算
総
額
74
億
８
千
690
万
円
と
し
、

特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
17
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

町
政
一
般
質
問
で
は
、
４
議
員
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
６
件
の
う
ち
、
大
根
布
保
育
所
新
築
整
備
促
進
を
採
択
し
ま
し
た
。

中
国
呉
江
市
10
周
年
記

念
式
典
の
代
表
団
は
何

人
か
。町

長
、
正
副
議
長
、
経

済
（
商
工
会
）
代
表
、

議
会
事
務
局
長
、
通
訳
を
入

れ
て
６
人
を
考
え
て
い
る
。

中
国
呉
江
市
10
周
年
記

念
式
典
な
ど
に
参
加
す

る
代
表
団
、
議
員
の
日
程
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

10
月
24
日
に
出
発
し
、

10
月
30
日
帰
国
の
６
泊

７
日
に
な
る
。

冊
子
「
砂
丘
に
い
き
る

町
」
の
内
容
は
。

町
制
40
周
年
事
業
と
し

て
、
町
の
歴
史
を
わ
か

り
や
す
く
表
現
し
、
２
千
冊

を
つ
く
る
。

町
史
編
さ
ん
の
専
門
委

員
は
何
人
か
。

元
大
谷
大
学
学
長
北
西

氏
（
西
荒
屋
在
住
）
を

含
め
、
５
人
を
予
定
し
て
い

る
。
第
１
回
を
９
月
27
日
に

開
催
予
定
。

呉江市「市制10周年」
に議員派遣

議
会
・
総
務 

議
会
・
総
務 

議
会
・
総
務 

主
な
内
容

３
常
任
委
員
会
県
外
視
察
研
修

２
０
８
万
円

中
国
呉
江
市
市
制
十
周
年
式
典
参
加

２
０
５
万
円

町
史
編
さ
ん
（
冊
子
砂
丘
に
い
き
る
町
）

６
０
０
万
円



犬
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備

工
事
の
予
算
計
上
や
、

場
所
の
選
定
に
つ
い
て
の
過

程
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

県
か
ら
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
の
モ
デ
ル
事
業
に

指
定
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、

ま
た
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
指
し
た

も
の
。
さ
ら
に
、
整
備
要
望

の
署
名
が
約
１
千
100
名
か
ら

あ
っ
た
。
場
所
は
管
理
上
の

問
題
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
の

①① 内灘町議会だより③③

犬のしつけは飼い主の義務

テナント募集中

精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
支
援

自
立
支
援
型
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
は
、
総
額
で
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

当
初
は
216
万
円
だ
っ
た

が
、
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
６
月
補
正
で
500
万
円
、

９
月
補
正
さ
ら
に
11
件
見
込

み
で
400
万
円
の
合
計
１
千
116

万
円
。

町
に
精
神
障
害
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
あ
る
の

か
。

他
市
町
村
に
あ
る
施
設

に
委
託
し
て
い
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

は
ど
の
く
ら
い
か
。

現
在
は
37
名
、
今
後
50

人
を
見
込
む
。

近
く
（
第
２
駐
車
場
）
と
し

た
。

向
粟
崎
の
清し

ょ
う

水ず

の
整
備

は
ど
の
よ
う
に
。

自
然
環
境
に
も
配
慮
し
、

洗
い
場
と
周
辺
を
整
備

し
た
い
。

議長に指名され提案する町長

福 祉  福 祉  福 祉  

主な内容

精神障害者グループホーム委託 225万円
高齢者住宅リフォーム助成（追加） 400万円
配食サービス（追加） 40万円

愛
犬
に
マ
ナ
ー
を
教
え
る
広
場

衛 生  衛 生  衛 生  

主な内容

「犬ふれあい広場｣を整備　 400万円

清
しょう

水
ず

周辺整備（向粟崎２丁目） 126万円



④④第71号

干
拓
地
内
道
路
の
桜
植

栽
は
、
以
前
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
実
施
し
た
の
で
は
。

準
備
は
町
で
行
な
い
、

植
え
付
け
の
み
を
し
て

い
た
だ
い
た
例
は
あ
る
。

ソメイヨシノ100本を植栽予定

以
前
、
潟
の
水
は
融
雪

に
不
向
き
と
聞
い
た
。

放
水
路
右
岸
道
路
の
融
雪
は

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
。

融
か
す
の
で
は
な
く
、

水
量
を
多
く
し
、
流
す

方
式
で
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。

住
宅
火
災
時
の
サ
イ
レ

ン
は
、
何
回
鳴
ら
す
の

か
。

サ
イ
レ
ン
の
回
数
は
、

１
回
は
訓
練
、
２
回
は

団
員
招
集
、
３
回
は
火
災
で

住
宅
火
災
は
５
回
鳴
ら
す
。

火
災
時
、
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
は
地
区

ま
で
だ
が
丁
目
ま
で
入
れ
な

い
の
か
。

地
区
の
丁
目
ま
で
な
ら

入
れ
る
こ
と
は
可
能
。

検
討
す
る
。

現
在
の
消
防
署
は
老
朽

化
し
て
お
り
、
場
所
も

不
便
な
所
に
あ
る
。
も
っ
と

出
動
し
や
す
い
所
に
建
設
す

る
考
え
は
。

移
転
、
新
築
は
長
期
計

画
に
入
っ
て
い
る
。
建

設
予
定
は
17
年
度
あ
た
り
の

計
画
を
持
っ
て
い
る
。

概
算
で
い
く
ら
か
か
る

の
か
。
ま
た
、
場
所
は
。

津
幡
町
の
消
防
署
だ
と

４
億
円
。場
所
は
未
定
。

火
災
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
体
制
は
万
全
か
。

通
信
体
制
は
２
名
を
配

置
、
町
へ
の
連
絡
体
制

な
ど
、
町
民
の
生
命
を
守
る

立
場
か
ら
訓
練
に
よ
り
消
防

職
員
に
徹
底
を
図
る
。

石
川
県
防
災
総
合
訓
練

の
反
省
点
は
。

訓
練
自
体
は
成
功
で
あ

っ
た
が
、
細
か
い
所
で

反
省
も
あ
る
。
総
括
会
議
を

開
い
て
、
議
論
し
今
後
に
つ

な
げ
た
い
。

母
恋
街
道
に
百
本
の
桜

通

称
建 設  建 設  建 設  

主な内容

道路改良・補修等 1,250万円
大雨による公園の補修 230万円
ソメイヨシノを植栽 160万円

　活躍する内灘町婦人防火クラブの皆さん

防
災
・
消
防



⑤⑤ 内灘町議会だより

今
、
課
長
が
兼
任
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

一
身
上
の
都
合
で
辞
め

た
。
早
急
に
対
応
し
て

い
く
。障

害
児
保
育
に
お
け
る

保
育
士
数
に
十
分
な
対

応
が
と
ら
れ
て
い
る
か
。

対
象
児
が
３
名
お
り
、

県
の
指
導
に
よ
る
基
準

を
守
り
対
応
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
適
正
化
を
検
討
し
た

い
。

大
根
布
保
育
所
の
整
備

計
画
は
あ
る
か
。

大
根
布
区
か
ら
の
請
願

書
に
あ
る
代
替
地
も
踏

ま
え
、
長
期
計
画
の
中
で
検

討
す
る
。

向
粟
崎
小
学
校
運
動
場

の
西
側
角
の
擁
壁
ヒ
ビ

割
れ
は
大
丈
夫
か
。

役
場
職
員
の
採
用
は
保

証
人
を
と
っ
て
い
る
の

か
。

と
っ
て
い
な
い
。
地
方

公
務
員
法
で
半
年
は
臨

時
期
間
と
し
て
い
る
。
保
証

人
を
と
り
な
さ
い
と
い
う
規

定
は
な
い
。

今
年
４
月
に
機
構
改
革

で
、
新
し
く
人
事
秘
書

室
長
を
設
け
た
が
、
す
ぐ
に

退
職
し
た
。

各
部
課
の
横
の
連
携
が

な
く
、
組
織
が
効
率
よ

く
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
。

部
課
長
会
議
で
、
連
絡

を
密
に
し
て
い
る
が
、

今
後
、
よ
り
一
層
連
携
を
図

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。

専
門
業
者
に
調
査
を
依

頼
し
現
状
を
把
握
し
た

上
で
対
処
し
た
い
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
計
画
を
立
て
よ
。

地
盤
沈
下
が
続
い
て
い

る
の
で
、
今
し
ば
ら
く

の
間
は
一
部
補
修
で
対
応
し

長
期
的
に
計
画
。

地
区
公
民
館
建
設
の
地

元
協
力
金
と
は
。

財
政
状
況
厳
し
く
、
今

後
、
建
て
替
え
等
を
行

う
場
合
に
は
、
地
元
に
も
建

設
費
の
一
部
の
負
担
を
お
願

い
す
る
も
の
。

街
路
樹
の
枝
が
電
線
に

触
れ
危
険
な
箇
所
が
あ

る
。
対
応
は
。

落
葉
後
の
11
月
頃
を
目

途
に
剪せ

ん

定て
い

を
実
施
す

る
。

医
科
大
裏
畑
の
地
下
水

塩
水
化
の
対
応
は
。

取
水
の
層
を
変
え
る
よ

う
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

西
荒
屋
地
区
で
も
道
路

が
冠
水
し
た
。
北
部
地

区
の
雨
水
対
策
を
。

県
の
方
へ
西
部
承
水
路

の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

、
並
び
に
排
水

口
を
設
け
て
く
れ
る
よ
う
、

申
し
入
れ
た
。

９月８日実施された県の防災訓練で　　

人
事
・
機
構

向粟崎小学校擁壁のヒビ割れを視察する議員

教
育
・
福
祉

十
分
か
障
害
児
保
育
の
対
応

企
画
・
建
設
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条
　
例

●

国
民
健
康
保
険
税
条
例
に

お
い
て
、
保
健
税
の
所
得
割

額
の
算
定
方
法
の
見
直
し
な

ど
を
改
正
し
ま
す
。

（
賛
成
14
人
）

（
反
対
２
人
）

●

国
民
健
康
保
険
条
例
の
う

ち
、
３
歳
未
満
及
び
70
歳
以

上
の
方
々
に
か
か
る
一
部
負

担
金
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

（
賛
成
14
人
）

（
反
対
２
人
）

●

老
齢
者
医
療
助
成
金
支
給

条
例
の
改
正
は
、
老
人
保
健

法
の
改
正
に
よ
り
高
額
医
療

費
相
当
分
が
新
た
に
県
補
助

対
象
経
費
と
な
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

風
車
の
運
転
開
始
ま
で

い
く
ら
か
か
る
の
か
。

予
定
で
は
、
約
４
億
７

千
万
円
。

霊
園
事
業
会
計

７
月
の
大
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
霊
園
の
法
面
を
50

万
円
で
補
修
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

特
別
会
計

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
会
計

今
回
新
た
な
会
計
と
し

て
、
風
力
発
電
の
調
査
、
施

設
建
設
等
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
特
別
会
計
が
設
け
ら

れ
、
予
算
は
２
千
180
万
円
で

す
。

（
全
員
賛
成
）

風
力
発
電
の
敷
地
造
成

工
事
の
時
期
は
い
つ
か
。

12
月
議
会
後
。
本
体
工

事
も
同
時
期
に
発
注
し
、

15
年
５
月
の
着
手
を
考
え
て

い
る
。

●

消
防
法
で
避
難
安
全
基
準

の
強
化
か
ら
立
入
検
査
制
度

の
見
直
し
を
し
た
こ
と
に
伴

い
、
火
災
予
防
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。
（
全
員
賛
成
）

高
層
建
築
火
災
な
ど
の

対
応
は
。

町
に
は
、
は
し
ご
車
は

な
い
が
、
近
隣
の
市
町

と
応
援
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

は
し
ご
車
の
購
入
は
、
か
な

り
高
額
に
な
る
の
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

風
力
発
電
は
入
札
か
。

外
国
の
４
社
か
ら
１
社
を

選
び
、
日
本
の
国
内
代
理

店
の
入
札
に
な
る
。

カ
ミ
ナ
リ
対
策
は
万
全
か
。

ま
た
、
避
雷
塔
の
工
事
費

は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

避
雷
塔
を
設
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
全
て
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
最
善
の
避
雷

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
避

雷
塔
の
工
事
費
は
ア
ー
ス
で
違

っ
て
く
る
が
、
約
６
千
万
円
を

見
て
い
る
。
最
近
は
避
雷
塔
も

補
助
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

耐
用
年
数
と
保
険
の
関
係

は
。

耐
用
年
数
は
17
年
。
落
雷

に
対
す
る
保
険
は
あ
る
。

風
を
活
か
し
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

見晴台付近での完成予想図

堂
下
清
孝
議
員

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
は
、
給
与
所
得
特
別
控
除
、

及
び
公
的
年
金
等
特
別
控
除
17
万
円
な
ど
を
廃
止
す
る
も
の

で
あ
っ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
は
、
70
歳
以
上
の
方
々
に
対

す
る
負
担
が
現
行
よ
り
大
幅
に
増
え
る
も
の
で
、
時
節
柄
、

医
療
費
を
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
反
対
す
る
。

県
防
災
訓
練
で
役
場
６
階
か
ら
救
出

カミナリ対策は万全か？
環境対策特別委員会



①① 内灘町議会だより⑦⑦

平
成
13
年
度
の
一
般
会
計

決
算
を
は
じ
め
、
各
特
別
会

計
７
件
の
決
算
を
審
議
す
る

た
め
、
８
人
の
委
員
に
よ
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

審
議
は
数
回
に
わ
た
り
行

い
、
12
月
議
会
で
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

次
回
の
議
会
だ
よ
り
（
第

72
号
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
、
並
び

に
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

中
村
　
　
進
氏
（
新
任
）

向
陽
台

人
権
擁
護
委
員

濱
田
　
悦
子
氏
（
再
任
）

室

人
事
案
件

大根布の消防第２分団　納庫付近

洪
水
調
査
は
既
に
行
わ
れ
、

約
１
億
円
か
け
て
暫
定
措

置
工
事
が
す
ん
で
い
る
。
そ
れ

な
の
に
な
ぜ
改
め
て
調
査
費
が

必
要
な
の
か
。

前
回
の
工
事
は
、
ポ
ン
プ

の
み
で
の
排
水
で
あ
り
、

今
回
の
調
査
費
は
瞬
間
的
な
降

雨
に
対
す
る
調
整
池
方
式
で
対

応
で
き
な
い
か
調
査
研
究
す
る

た
め
の
も
の
。

粟
崎
遊
園
の
入
場
門
の
移

設
場
所
は
、
ど
こ
を
考
え

て
い
る
の
か
。

遊
園
の
資
料
が
あ
る
「
風

と
砂
の
館
」
横
に
移
設
し

た
い
。

主な内容

粟崎遊園入場門移設工事 230万円
日本下水道公団との契約 ２億200万円
洪水対策調査 300万円

７月29日

委
員
長

渡
辺
　
　
旺

副
委
員
長

中
村
　
哲
彦

委
員

中
村
　
銑
司

委
員

堂
下
　
清
孝

委
員

中
居
　
　
治

委
員

八
田
外
茂
男

委
員

高
本
　
武
雄

委
員

水
口
　
裕
子

臨 時 議 会



⑧⑧第71号

請願・陳情の審議結果

新築整備が望まれる大根布保育所

採択しました
・町立大根布保育所新築整備促進を求める請願 （全員賛成）

【請願趣旨】
大根布保育所は、昭和45年に設置され築後32年を経過しています。現在、大根布だけでなく
大学・大清台・ハマナス及び金沢医科大学病院などに勤務する方の乳幼児も含め、140名にな
り、大根布線の交通量の増加など保育所前の駐車スペースがないため、朝夕の通所には大変危
険な状況です。
これからの少子高齢化社会に向けて、21世紀の時代を担う子育て支援施策、０歳児から就学
前までの保育施設として施設整備を進めてください。

不採択となりました
・「児童扶養手当制度の見直しに反対する」意見書採択の請願書 （賛成少数）

継続審査にしました
・核「密約」の真相を明らかにし非核三原則の厳守・法制化を求める意見書の陳情

・核兵器のない世界のために日本政府の責任ある行動を求める意見書を求める陳情

・健保３割負担や高齢者窓口負担の大幅引き上げなどの中止を求める請願書

・有事法制三法案に反対する意見書または決議を求める請願書

・介護予防事業の促進とＮＰＯ法人への事業委託実施

８
月
21
日
安
富
町
に

て
研
修
。
90
号
の
歴
史

の
中
で
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
初
入
選
。

ペ
ー
ジ
毎
に
担
当
者

を
決
め
た
責
任
編
集
体

制
が
特
徴
で
、
表
紙
の

色
使
い
や
構
成
、
デ
ザ

イ
ン
も
魅
力
的
で
す
。

大
改
革
を
断
行
し
た
の

は
杉
窪
委
員
長
。

「
記
事
に
な
る
３
倍
く

ら
い
の
原
稿
を
書
い

て
、
削
ぎ
落
と
し
て
い

く
。
そ
れ
で
や
っ
と
良

い
記
事
が
で

き
る
」
と
言

わ
れ
た
の
が

印
象
的
で
し

た
。氷

上
町
で

は
町
立
美
術

館
も
見
学

し
、
広
報
と

共
に
そ
の
レ

ベ
ル
の
高
さ

に
驚
き
ま
し

た
。

創
刊
６
年
目
の
か
い

ば
ら
議
会
だ
よ
り
は
、

ど
の
ペ
ー
ジ
も
問
答
形

式
が
採
用
さ
れ
、
読
み

や
す
い
。

今
回
の
視
察
で
は
、

兵
庫
県
全
体
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
わ
が
広
報
も
、
今

ま
で
の
評
価
に
寄
り
か

か
ら
ず
、
改
革
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
対
策
特
別
委
員
会

視
察
報
告



⑨⑨ 内灘町議会だより

設置する考えはないか
指定避難場所の案内標識を設置する考えは
ないか。 （平成13年6月議会）

順次取り組む
町では防災計画を作成し指定避難場所など
を整備する予定です。案内標識は順次取り組
んで行きます。

現　　　　在
町内の各小中学校、総合グラウンド及び向
粟崎運動公園の８ケ所に案内板が設置されて
おり、今後も順次設置していく計画です。 新しく立てられた看板

入院中の要介護者が一時外泊を希望したとき、家で介護する人が高齢なのでヘルパーを頼んだ
が派遣してくれませんでした。なんとかならないものでしょうか？

入院中の外泊は、入院が継続しているものと考えられます。
医療保険と介護保険が重複するので介護保険のサービスである
ホームヘルパーの派遣は利用することができません。
また福祉サービスにおけるホームヘルパーの派遣は、要介護

認定において、「非該当」となり、かつ何らかの支援が必要な方
にサービスを提供するものなので、同様にサービスを受けるこ
とはできません。
ただし、正規の退院手続きをされた方は、必要に応じてケア

プランに基づく在宅サービスを受けることができます。
（担当：保険年金課）

�

�

問
答



⑩⑩第71号

いっぱん いっぱん 

質問 
排
気
ガ
ス
を

測
定
せ
よ

高
本
武
雄
議
員

お互いにルールを守って

町
長

金
沢
中
心
部
や
１
日
の

車
両
の
交
通
量
が
５
万
４
千
台

を
超
え
る
国
道
沿
道
に
お
い
て

も
、
環
境
省
が
定
め
て
い
る
環

境
基
準
値
を
超
え
る
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
。

排
気
ガ
ス
測
定
に
つ
い
て

は
、
県
が
所
有
す
る
移
動
測
定

車
の
派
遣
を
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

高
本
武
雄
議
員

サ
ン
セ
ッ
ト

ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
交
通
量
が

大
き
く
ふ
え
て
き
た
の
で
、
自

動
車
の
排
気
ガ
ス
公
害
が
主
要

路
線
で
発
生
し
て
い
る
。
特
に

大
通
り
沿
い
の
住
宅
地
は
ひ
ど

い
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
生
活

で
き
な
い
。

排
気
ガ
ス
の
測
定
器
を
道
路

の
要
所
に
設
置
し
対
処
せ
よ
。

町
長

以
前
に
も
他
の
議
員
か

ら
も
質
問
が
あ
り
、
県
に
対
し

て
右
岸
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
左

岸
に
車
止
め
を
お
願
い
し
、
現

在
、
規
制
さ
れ
て
い
る
が
、
ル

ー
ル
と
か
マ
ナ
ー
と
か
を
き
ち

っ
と
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
方

法
を
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
。

看
板
も
早
速
立
て
る
な
ど
、

事
故
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

移
動
測
定
車
の

派
遣
を
協
議

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
啓
発

高
本

朝
早
く
か
ら
掘
割
周
辺

で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、

突
然
と
若
者
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
が
橋
の
近
く
を
飛
ば
し
て
行

く
。
ボ
ー
ト
の
白
波
で
大
き
な

う
ね
り
が
起
き
て
釣
り
に
な
ら

な
い
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の

か
。
桟
橋
に
「
静
か
に
走
れ
」

と
か
、「
ボ
ー
ト
は
走
る
こ
と

を
禁
止
す
る
」
と
か
の
看
板
を

出
せ
。

桟
橋
に
看
板
を
出
せ

（
堂
下
議
員
の
ゴ
ミ
問
題
）

米
田
満
議
員

燃
え
る
ご

み
の
収
集
委
託
料
金
が
、

内

町
と
津
幡
町
が
ほ
ぼ

同
じ
量
な
の
に
１
千
万

円
も
差
が
あ
る
の
が
事

実
な
ら
大
変
な
無
駄
遣

い
だ
。

助
役

処
理
場
へ
の
距
離

や
収
集
方
法
の
違
い
に
よ

る
。実

態
を
調
査
し
、
し
か

る
べ
き
対
応
を
と
っ
て
い

く
。 関

連
質
問 



⑪⑪ 内灘町議会だより

4人が登壇

名前がわかると安心です…

水
口
裕
子
議
員

責
任
あ
る
町

の
職
員
の
窓
口
対
応
は
、
顔
の

見
え
な
い
電
話
の
と
き
は
、
特

に
名
前
が
重
要
。
電
話
を
切
る

と
き
に
名
前
を
名
乗
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
と
て
も
親
切
な
対
応

の
内

町
と
し
て
評
価
が
上
が

る
こ
と
は
確
実
だ
。
電
話
が
終

わ
っ
た
と
き
「
担
当
は
総
務
課

の
水
口
で
し
た
。
ご
不
明
な
点

は
い
つ
で
も
ま
た
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ふ
う
に

対
応
を
徹
底
せ
よ
。
名
前
を
名

乗
る
の
は
今
で
は
、
常
識
に
な

っ
て
い
る
。

総
務
部
長

職
員
に
責
任
感
も

生
ま
れ
、
町
民
の
方
も
安
心
な

の
で
名
前
を
告
げ
る
よ
う
に
し

て
い
く
。

水
口

名
札
の
付
け
忘
れ
が
な

い
よ
う
、
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
で

見
え
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
。

総
務
部
長

常
時
名
札
を
着
用

す
る
よ
う
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

水
口

住
基
ネ
ッ
ト
で
、
い
つ

情
報
が
と
ら
れ
た
の
か
履
歴
を

明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
。

助
役

町
の
シ
ス
テ
ム
操
作
キ

ー
に
は
記
録
が
残
ら
な
い
。
関

係
機
関
で
開
示
請
求
を
。

水
口

情
報
セ
ン
タ
ー
や
県
に

残
る
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
（
履
歴
）

を
、
町
が
取
り
寄
せ
る
べ
き
。

助
役

県
は
、「
本
人
が
県
の

方
へ
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
だ
。

水
口

地
域
魅
力
度
調
査
は
、

中
学
校
の
項
目
が
な
い
。
マ
ン

モ
ス
校
の
現
状
を
把
握
す
べ
き
。

企
画
調
整
課
長

調
査
項
目
並

び
に
評
価
基
準
は
産
業
能
率
大

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
属
す
る
。

水
口

環
境
基
本
計
画
は
、
現

在
、
ど
の
方
向
で
ど
の
程
度
作

業
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長

情
報
収
集
と
実
態
調
査

の
た
め
に
、
担
当
職
員
の
研
修

視
察
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

水
口

町
民
を
公
募
し
て
、
環

境
基
本
計
画
の
策
定
委
員
会
を

立
ち
上
げ
よ
。

町
長

今
後
の
進
み
具
合
を
見

な
が
ら
、十
分
検
討
し
て
い
く
。

水
口

問
い
合
わ
せ
に
対
応
し

切
れ
な
い
場
合
は
、
役
場
の
方

か
ら
返
事
を
差
し
上
げ
る
よ
う
。

総
務
部
長

改
め
て
こ
ち
ら
か

ら
対
応
す
る
。

水
口

職
員
同
士
で
研
さ
ん
す

る
場
を
つ
く
れ
ば
ど
う
か
。

総
務
部
長

接
遇
の
研
修
も
行

っ
て
い
く
。

水
口

外
郭
団
体
の
窓
口
業
務

に
対
す
る
町
の
指
導
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

公
共
施
設
・
管
理

公
社
な
ど
の
指
導
も
行
っ
て
い

く
。

責
任
感
が
生
ま
れ
安
心

町
長

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

す
れ
ば
一
番
効
率
が
い
い
の

か
、
早
急
に
検
討
さ
せ
る
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
新
し

い
シ
ス
テ
ム
は
今
後
十
分
検
討

す
る
。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
検
討

水
口

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
６
万
９
千
回
と
い
う
ア
ク

セ
ス
が
あ
る
。
仕
事
や
子
育
て

に
忙
し
か
っ
た
り
、
行
政
に
興

味
が
な
い
よ
う
な
若
い
人
で

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
気
軽
に

の
ぞ
い
て
み
る
も
の
だ
。
時
間

が
な
く
て
も
メ
ー
ル
で
な
ら
町

政
に
参
加
で
き
る
。
し
か
し
、

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
町

長
や
各
課
に
意
見
を
送
り
に
く

い
。
町
長
に
夢
を
語
れ
る
ペ
ー

ジ
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

夢
を
語
れ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

窓口対応は
名前を名乗るのが常識

水口裕子議員



②②第70号 ⑫⑫第71号

いい
っっ
ぱぱ
んん
質質
問問

保
険
年
金
課
長

介
護
給
付
費

も
増
加
し
厳
し
い
財
政
状
況
な

の
で
、
保
険
料
も
値
上
げ
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
保
険
料
の
平
均

は
推
計
で
３
千
500
円
〜
４
千
円

で
減
免
は
一
定
条
件
の
も
と
で

軽
減
を
講
じ
た
い
。

利
用
料
の
減
免
は
受
益
者
負

担
の
原
則
か
ら
従
来
ど
お
り
負

担
を
願
う
。

堂
下

内

町
福
祉
会
の
理
事

職
と
評
議
員
職
と
を
兼
務
す
べ

き
で
は
な
い
。

助
役

福
祉
会
の
財
政
運
営
上
、

社
会
福
祉
法
人
の
運
営
と
円
滑

化
を
図
る
上
で
委
嘱
さ
れ
た
。

堂
下

蚊
に
悩
ま
さ
れ
対
応
を

求
め
た
が
、そ
の
調
査
状
況
は
。

町
民
生
活
課
長

専
門
業
者
に

調
査
を
依
頼
し
た
が
発
生
個
所

が
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

町
長

将
来
的
に
は
施
設
の
拡

充
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
現

在
あ
る
建
物
の
起
債
の
償
還
、

そ
れ
に
増
設
に
ど
れ
だ
け
の
建

設
資
産
を
投
入
し
補
助
が
ど
れ

だ
け
か
を
検
討
し
て
い
る
が
、

総
合
的
な
老
人
福
祉
を
根
底
か

ら
推
計
し
な
が
ら
対
処
し
て
い

き
た
い
。

堂
下

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ら
病
院
へ
入
院
、
退
院
等
の

時
、運
用
面
で
不
都
合
が
あ
る
。

助
役

不
都
合
が
あ
れ
ば
是
正

す
る
よ
う
促
す
。

堂
下

人
事
院
は
給
与
の
引
き

下
げ
勧
告
を
し
た
。
勧
告
の
実

施
を
見
送
れ
。

助
役

適
正
な
給
与
水
準
を
保

つ
た
め
国
に
準
じ
て
給
与
改
定

を
し
た
い
。

堂
下
清
孝
議
員

65
歳
以
上
の

介
護
保
険
が
来
年
４
月
に
見
直

し
さ
れ
る
が
、
県
内
平
均
が
３

千
693
円
と
発
表
さ
れ
全
国
平
均

の
３
千
241
円
を
上
回
っ
て
い

る
。
当
町
は
ど
れ
ほ
ど
か
、
改

定
時
に
は
保
険
料
の
引
き
上
げ

を
し
な
い
と
同
時
に
利
用
料
等

の
減
額
、
免
除
の
措
置
を
考
え

よ
。

堂
下

石
川
県
は
介
護
保
険
施

設
の
入
居
待
機
者
を
減
ら
す
た

め
、
来
年
度
か
ら
２
ケ
年
計
画

で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整

備
す
る
方
針
だ
。
夕
陽
ケ
丘
苑

の
待
機
者
は
現
在
152
名
、
そ
の

う
ち
町
内
在
宅
待
機
者
は
37

名
。
県
に
申
し
入
れ
て
早
急
に

増
設
せ
よ
。

堂
下

７
月
１
日
付
で
異
動
し

た
職
員
が
退
職
し
た
。
な
ぜ
思

い
留
ま
ら
せ
な
か
っ
た
。

助
役

十
分
事
情
を
伺
っ
た
が

頑
と
し
て
一
身
上
の
都
合
な
の

で
、そ
れ
以
上
に
理
由
は
な
い
。

堂
下

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
全

地
域
工
事
が
終
わ
り
随
時
活
用

で
き
る
の
は
い
つ
か
。

企
画
調
整
課
長

敷
設
工
事
の

最
終
認
可
が
長
引
い
て
お
り
、

認
可
が
来
次
第
準
備
を
す
る
。

堂
下

介
護
施
策
の
充
実
の
立

場
か
ら
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

で
事
業
委
託
の
拡
大
を
せ
よ
。

保
険
年
金
課
長

社
会
福
祉
法

人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
、
こ
ち
ら

と
で
協
議
し
た
い
。

堂
下

高
校
卒
業
者
の
自
衛
隊

募
集
の
氏
名
・
住
所
を
ど
う
し

て
知
っ
た
か
。

総
務
部
長

住
民
基
本
台
帳
法

で
閲
覧
が
許
容
さ
れ
る
範
囲
で

募
集
適
齢
者
を
選
び
案
内
し
た
。

堂
下

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り

袋
を
や
め
る
と
き
、
有
料
指
定

ご
み
袋
制
度
を
廃
止
せ
よ
。

町
民
生
活
課
長

１
月
１
日
か

ら
指
定
袋
が
変
わ
る
が
、
ご
み

袋
の
指
定
は
今
後
も
継
続
す
る
。

待
機
者
152
名どう

す
る

上
げ
ざ
る
を
え
な
い
現
状

検
討
は
し
て
い
る
が
…

調査のための蚊を採取

やめよ保険料の
値上げ
堂下清孝議員
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いい
っっ
ぱぱ
んん
質質
問問

助
役

総
務
省
は
、
反
対
の
方

も
含
む
住
基
ネ
ッ
ト
調
査
委
員

会
を
発
足
さ
せ
た
。
運
営
の
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
点
検
し
、
外

部
監
査
も
必
要
に
応
じ
て
実
施

す
る
、
制
度
・
技
術
・
運
営
面

で
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
国
の
取
り
組

み
を
信
用
し
て
い
き
た
い
。

清
水

来
年
８
月
、
希
望
者
に

配
布
さ
れ
る
と
い
う
住
基
カ
ー

ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

助
役

発
行
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
慎
重
に
取
り
組
む
。

清
水

住
基
カ
ー
ド
は
１
枚
い

く
ら
か
。予
算
は
ど
れ
だ
け
か
。

助
役

こ
れ
か
ら
の
検
討
な
の

で
、
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

助
役

確
か
に
指
摘
の
項
目
が

入
っ
て
い
る
が
、
今
回
送
っ
た

清
水

町
独
自
の
個
人
情
報
保

護
条
例
を
制
定
せ
よ
。
情
報
公

開
条
例
の
裏
返
し
で
も
必
要
。

助
役

情
報
公
開
条
例
は
懇
話

会
で
検
討
中
。
合
わ
せ
て
個
人

情
報
の
保
護
も
検
討
し
て
い

く
。

清
水

ア
ル
ミ
タ
ブ
を
車
い
す

と
交
換
す
る
運
動
を
、
町
と
し

て
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

町
民
生
活
課
長

缶
の
回
収
の

ほ
う
が
実
効
性
が
高
い
が
、
今

後
検
討
し
て
み
る
。

清
水

町
は
、
５
つ
あ
る
自
主

防
災
組
織
へ
の
指
導
・
育
成
を

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長

今
後
の
結
成
に
対
し
て

も
、
消
防
本
部
と
連
携
・
指
導

し
、
講
習
会
も
開
催
し
た
い
。

清
水

今
後
毎
年
、
町
独
自
の

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
考

え
が
な
い
か
。

町
長

町
独
自
の
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
意
識
の
啓
発
と
高
揚

に
努
め
て
い
き
た
い
。

清
水
文
雄
議
員

８
月
５
日
に

稼
動
し
た
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
た
め
の
法
整
備
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
個
人
情
報
の
漏
え

い
や
不
正
使
用
に
大
き
な
不
安

が
あ
る
。
町
民
の
周
知
や
理
解

も
不
十
分
で
あ
る
。
直
ち
に
接

続
を
停
止
せ
よ
。

の
は
基
本
４
項
目
（
氏
名
・
性

別
・
住
所
・
生
年
月
日
）だ
け
。

清
水

住
基
ネ
ッ
ト
の
開
始
に

伴
い
町
が
地
方
自
治
情
報
セ
ン

タ
ー
に
送
っ
た
の
は
、
基
本
４

項
目（
氏
名
・
性
別
・
住
所
・
生

年
月
日
）と
、
住
民
票
コ
ー
ド
・

変
更
情
報
の
合
計
６
項
目
か
。

実
際
は
12
項
目
（
基
本
４
項
目

プ
ラ
ス
住
民
と
な
っ
た
年
月

日
・
世
帯
主
・
続
柄
・
本
籍
・
移

動
年
月
日
・
届
出
年
月
日
・
筆

頭
者
・
移
動
）
と
聞
い
て
い
る

が
、
実
態
は
ど
う
か
。

清
水

千
鳥
台
４
丁
目
50
付
近

は
、
鉄
板
道
路
に
直
接
出
ら
れ

な
い
。
改
善
を
求
め
る
。

産
業
建
設
部
長

開
発
は
県
。

土
地
所
有
権
も
代
わ
り
難
し

い
。
現
在
の
所
有
者
に
申
し
入

れ
る
。

清
水

浜
千
鳥
台
公
園
へ
の
通

路
が
必
要
で
あ
る
。

産
業
建
設
部
長

町
会
か
ら
要

望
が
出
て
い
る
。
現
在
の
所
有

者
に
申
し
入
れ
て
み
る
。 通り抜けできると便利な千鳥台4丁目道路

12
項
目
送
っ
た
の
か

国
の
取
り
組
み
を
信
用

今
回
は
４
項
目
だ
け

住
基
ネ
ッ
ト

接
続
を
停
止
せ
よ

清
水
文
雄
議
員



表
紙
の
写
真
は
、
か
つ
て

「
北
陸
の
宝
塚
」
と
し
て
親
し

ま
れ
た
大
遊
園
地「
粟
崎
遊
園
」

前
で
の
記
念
撮
影
で
す
。

最
前
列
右
か
ら
４
番
目
は
、

当
時
の
粟
崎
少
女
歌
劇
人
気
ス

タ
ー
壬
生
京
子
さ
ん
で
す
。

粟
崎
遊
園
は
大
正
14
年
、
６

万
坪
の
敷
地
に
大
劇
場
、
大
広

間
、
大
浴
場
、
動
物
園
な
ど
娯

楽
施
設
が
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。昭

和
16
年
、
太
平
洋
戦
争
の

勃
発
の
年
に
閉
館
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
施
設
と
と
も

に
建
設
さ
れ
た
鉄
道
（
現
在
の

北
鉄
浅
野
川
線
）
は
、
今
も
町

民
の
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。

総
合
公
園
内
の
風
と
砂
の
館

に
は
表
紙
の
よ
う
な
当
時
を
し

の
ぶ
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
、

粟
崎
遊
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ

た
入
場
門
は
、
今
年
９
月
総
合

公
園
の
一
角
に
移
設
さ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
歴
史
探
訪
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第71号 ⑭⑭再生紙を使用しています

総合公園に設置中の入場門

賑わう当時の前景

前
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
、

今
号
も
パ
ソ
コ
ン
で

編
集
割
付
け
な
ど
し

な
が
ら
作
製
し
ま
し

た
。
二
度
目
の
作
業

で
し
た
が
、
簡
単
な

よ
う
で
難
し
い
も
の
で
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編
集
と
は

直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
紙

面
も
少
し
前
号
よ
り
変
え
て
み

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
名

を
網
羅
す
る
の
で
な
く
、
各
常

任
委
員
会
で
の
議
案
や
所
管
に

か
か
わ
る
も
の
に
対
す
る
質
疑

の
内
容
を
「
問
・
答
」
式
に
し

て
、
委
員
会
で
の
や
り
取
り
を

記
載
し
ま
し
た
。
以
前
の
も
の

と
見
比
べ
て
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
に
、

議
案
が
少
な
い
場
合
は
可
能
で

す
が
、
一
年
間
の
方
向
を
示
す

３
月
議
会
で
は
議
案
が
多
く
出

さ
れ
る
た
め
、
紙
面
の
都
合
で

無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。

編
集
子
一
同
、
皆
さ
ん
に
ど

う
し
た
ら
読
ん
で
議
会
の
様
子

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の
か
頭

を
痛
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

一
般
質
問
を
行
う
議
員
だ
け

が
目
立
つ
紙
面
か
ら
の
脱
皮
を

も
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
愛
読

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
Ｄ
）


